








要約:産褥早期のケアにおいて、母子異室制では、母子同室異室併用制に比較し、母性育

成が遅れ、また、マタニテイ・ブルーズへのリスクも高い。両システムそれぞれに行われ

ているルチーンの妊産褥婦指導、ケアに一定の精神的サポートを付加することによって、

母親意識などの母性育成が促進されうるか否か、マタニイ・ブルーズ、産後うつ病へのリ

スクが低下しうるか否か、を研究した。  同室異室併用制ではこのようなサポートの効果

は認められないが、 異室制では母性育成の促進されうることが観察された。


